
全体会議終了後、参加者全員で懇親会を行いました。会議中の緊張感から解放され、和やかな雰
囲気の中で活発な交流が生まれました。部署を越えて飲める人も飲めない人も、それぞれのペー
スで会話を楽しんでいました。普段はなかなか話す機会の少ないメンバー同士の距離も縮まった
ように感じます。今後の業務に向けた前向きな意見交換も行われ、有意義な時間となりました。
チームワークのさらなる向上につながるひとときでした。

入社5年経過 大阪 Mさん寄稿

4月で入社5年を迎え、6年目に入ります。振り返るとあっという間でしたが、多くの経験が
あった5年間だったと感じています。これまで管理部として様々なことに挑戦する機会があり
そのたびに皆様に支えて頂きながら、一つひとつ乗り越えて行く事が出来ました。
日々の業務の中で関わって頂いている皆様には、改めて感謝いたします。

6年目もこれまでの経験を活かしつつ、新しいことにも前向きに取り組んでいきたいと思っ
ています。今後ともよろしくお願いいたします。

研修会に参加 大阪 Nさん寄稿 能力向上

昨年11月より5か月間、新経営サービス主催の「実践管理者養成講座」を受講し、3/14無事
に全講修了いたしました。受講者は11名、毎月1泊2日の合宿型講習会でした。今まで受講し
た事のある講習会とは異なる特徴がありましたのでご紹介いたします。

① 4人グループでの、グループワーク、グループディスカッションが多い
② グループリーダーとして議論の進行役を担い、グループとしての結論を全員へ発表
③ 夕食後も22時まで事例研究などで意見交換や議論を行う
④ ロールプレーイングで部下との模擬面談
⑤ 全受講者で、お互いの出来栄えをほめたり、改善点をアドバイスする

テキストを見ながら講師の話を黙って座って聞くだけではなく、グループメンバーと活発に意
見を出し合い、結論を導き、発表する為に頭をフル回転させました。毎回、帰宅後は疲労困憊
でグッタリでした。最初は長丁場だと思った５ヶ月でしたが、終わってみると短かった
です。気づきや学びの多い講習会を受講する機会を頂き有難うございました。

私の趣味 品質技術 Hさん寄稿
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４４期下の目標会議を開催 目標必達

入社から1年が経過し、業務にもようやく慣れてまいりました。前職と同様の品質・技術関連
業務ですが、生産工場が中国のため情報の共有化に難しさを感じております。

中国出張では、自社工場や協力会社の方々との信頼関係を築き、顧客対応を優先し、製品理
解を深めるため、現場での三現主義を最重視し活動しております。

この1年で得た現場での知識と経験を最大限に活かし、新製品の拡販業務にも積極的に挑戦
してまいりますので、今後ともよろしくお願いします。

（追記）中国出張中の休みを利用してマカオに行きました。マカオ半島旧市街には、キリスト教
的な建物と線香の香りが漂う中国の寺院が混在し、一つの風景として溶け込んでおり路地を
曲がるたびに西洋と東洋の宗教施設が交互に現れるような体験を味わう事が出来ました。

慣れてきました！ 東京Oさん寄稿

入社１年が経過 品質技術 Kさん寄稿

皆さんは音楽をどの様なスタイルで聴いていますか？
私は昔レコード、カセット、CDをスピーカーにて音楽を聴いていましたが、海外赴任時に機材を
全て手放してしまいました。以降はイヤフォンで音楽を聞いていましたが、DSCに入社後スピー
カで音楽を聞きたくなりオーディオシステムを再構築致しました。

高額な費用は掛けられませんので、自作する事にしました。プリアンプ、パワーアンプはディスク
リート部品で作りラズパイとDAC基板を購入しUSBメモリに入れた音源をVolumioで操作し
て聞いていました。

その後、母親の介護が必要となり、現在は長野で暮らしておりますので、コンパクトで安あがりの
システム（中華アンプ、中華DAC）で聴いていますが、結構良い音です。

よく聞く音楽はジャズ、フュージョン、ジャズボーカル（女性）等です。イヤフォンで音楽聞くのも
良いですが、スピーカで音を体感するのも良いと思います。音楽が好きであれば是非スピーカで
も音楽を楽しんでみてください。

３月２７日午後よりズーム利用で全社目標会議を開催し、来期目標を確認致しました。足元の取巻く
環境は中東地域における戦争解決めどが全く立っておらず、予断を許さない状況下にありますが
私達は目標達成に向かって以下の取組みを強化する事を確認しました。

お知らせ(NEWS)

■ ３月9日に健康経営優良法人に認定されました。
■ 3月～10月の長期研修会に4名のメンバーが参加します。

■ 上期の業績目標を達成しました。次号で仔細報告予定です

入社時は戸惑いがありましたが、3ヶ月が過ぎようやく広州工場への発注業務がスムーズに
行えるようになりました。異なる注番でも同時出荷すればコスト面を抑える事が出来るよう
に広州工場や東京営業所の皆さんと意思疎通をして業務を進めるように心がけしています。

また振替伝票の作成も慣れてきましたので、今後は正確に且つスピーディー作成出来るよう
精進したいと思います。

① 重点販促商材： 1) 磁石 2) ボール・銅ペースト

・販促手法： 1) 展示会への出展 2) Web広告； 磁石を中心に継続対応

３） 展示会での逆提案、リストUP企業への新規アプローチ

② QCDS競争力の強化で既存品のシェア維持、拡大

・モータ： 品質のランクアップ活動を推進 ・鋼球： コスト低減策の検討推進

③ 経営理念、クレドの浸透

・社員教育： 経営理念や行動規範の浸透 （大切な価値観の共有を徹底）

④ 生産性と付加価値の向上

・生成AIの有効活用： 運用キックオフし、今後もブラッシュアップしていく

・広州工場の機能強化： ① コイル応用製品への取組継続 ② ASSY製品への取組検討

会議後の会食風景 九州 Mさん寄稿

社長特別賞を受賞
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